
 

 

 

事 務 連 絡 

令和２年１１月１９日 

 

各 国 公 立 大 学 法 人 担 当 課  

大学又は高等専門学校を設置する各地方公共団体担当課  

各 文 部 科 学 大 臣 所 轄 学 校 法 人 担 当 課 御中 

大学を設置する各学校設置会社担当課  

独立行政法人国立高等専門学校機構担当課 

 

文部科学省高等教育局高等教育企画課 

 

大学等における新型コロナウイルス感染症対策の徹底について（周知） 

 

各大学及び高等専門学校（以下「大学等」という。）におかれては，新型コロナウイルス

感染症の拡大防止と学生の学修機会の確保の両立に御尽力いただき，感謝申し上げます。

当該感染症の感染状況については，全国的に見ると，本年 10 月以後増加傾向となり、11
月からその傾向が強まっています。こうした中，今般，内閣官房に設置される新型コロナ

ウイルス感染症対策分科会が 11 月９日に開催され，「緊急提言：最近の感染状況を踏まえ

た、より一層の対策強化について」（以下「緊急提言」という。）がとりまとめられたとこ

ろです（別添１）。 
緊急提言においては，冬季における感染対策と社会経済活動の両立がなされるよう，具

体的なアクションについて提言されており，その中で，早期探知しにくいクラスターへの

対策についても言及されています。そのようなクラスターの例として，一部の外国人コミ

ュニティや大学生の課外活動など若年層におけるクラスターが示されており，それぞれの

クラスターの特徴に応じた効果的かつ効率的な対策を行うことや，自治体と大学等とが連

携して情報発信の強化に取り組むこと等が提言されています。 
大学等における教育活動と感染対策の両立については，これまでも，令和２年９月 15

日付高等教育局長通知「大学等における本年度後期等の授業の実施と新型コロナウイルス

感染症の感染防止対策について（周知）」（以下「９月通知」という。）等の累次の通知をも

って，適切に御対応いただくようお願いしてきたところですが，緊急提言を踏まえ，改め

て各大学等において御留意いただきたい事項を下記のとおり整理いたしました。つきまし

ては，各大学等におかれては，学生や教職員等への注意喚起の徹底等，感染対策の実施に

11 月９日に開催された新型コロナウイルス感染症対策分科会において取りまとめられた「緊急

提言：最近の感染状況を踏まえた、より一層の対策強化について」を踏まえ，改めて，各大学等

に対し，外国人留学生へのきめ細やかな対応を含む感染対策の留意事項をお知らせしますの

で，関係者におかれては必ず御一読ください。 



当たって，下記事項に十分御留意いただきますようお願いします。 
また，緊急提言を受けて，厚生労働省から，自治体に対する域内の大学等との連携等の

観点において，一層の感染対策の取組の推進の要請がなされておりますので申し添えます

（別添２）。各大学等におかれては、当該要請の内容も御参照いただき，キャンパス等が所

在する自治体の衛生主管部局とも連携して感染対策に御対応ください。 
なお，緊急提言においては，大学等での感染対策について，「授業そのものよりも、むし

ろ飲み会や寮生活、課外活動等でクラスターが発生している。感染防止と学修機会の確保

の両立を図ることが極めて重要である。」というように，学生の質の高い学修機会の確保

と，学内外での感染拡大を防止する対策を両立することの重要性が指摘されており，引き

続き，感染対策を講じた上での面接授業の実施が適切と判断されるものについては，面接

授業の実施を御検討いただくなど，学生の学修機会の確保に御留意ください。 
国公立大学法人におかれてはその設置する大学に対して，独立行政法人国立高等専門学

校機構におかれてはその設置する高等専門学校に対して，大学又は高等専門学校を設置す

る地方公共団体及び文部科学大臣所轄学校法人におかれてはその設置する大学等に対し

て，大学を設置する学校設置会社におかれてはその設置する大学に対して，本件について

周知いただきますようお願いいたします。 

 

 

記 

 
１．感染拡大の防止のための留意事項について 

（１）注意喚起の徹底 

新型コロナウイルス感染症の拡大を防止する観点からは，学生や教職員一人一人にお

いて，適切な行動をとるよう心がけていただくことが必要です。各大学等におかれて

は，在籍する学生等に対して，夜間も含め，「３つの密」（換気の悪い密閉空間，多数が

集まる密集場所，近距離での会話や発話が生じる密接場面）を避けることを徹底し，感

染拡大のリスクを高める行動により感染を拡大させることのないよう，改めて，正確な

情報提供と適切な注意喚起を行うようお願いします。この際，学生等の一人一人に確実

に連絡が行きわたる手段を確保して実施されるようお願いします。 
また，注意喚起に当たっては，緊急提言も踏まえ，以下の点に御留意ください。 

 
・ 大学等については，授業そのものよりは，飲み会，寮生活，課外活動等でクラスタ

ーが多く発生しており，所在自治体の衛生主管部局と連携して，学生等に対して感染

予防についてわかりやすく情報提供するなどの周知・啓発を行っていただきたいこと。 

・ 地域でクラスターが発生した場合など，自治体から感染状況について共有された情

報についても，学生等に対して周知いただきたいこと。 

・ 「感染リスクが高まる「５つの場面」」（令和２年 10 月 23 日付新型コロナウイルス



感染症対策分科会提言、別添３）の周知徹底，手洗い・マスクの着用，換気の徹底等

の基本的な感染予防対策等に関する啓発，情報提供の強化を図っていただきたいこと。 

・ クラスター感染が発生した場合には，所轄の保健所との迅速な情報共有を図ること。 

 
（２）学生寮等における対応 

学生寮や部活動など，感染リスクが高くなりやすい場面においては，９月通知や令和

２年９月３日付初等中等教育局長・高等教育局長・スポーツ庁次長通知「運動部活動に

参加する学生等の集団における新型コロナウイルス感染症対策の徹底について」も参照

の上，特に感染対策の徹底に取り組んでいただくようお願いします。 
 
２．外国人留学生への対応について 

本年 10 月から，順次，外国人留学生の新規入国を再開していることに伴い，外国人留

学生の間での新型コロナウイルス感染症対策も重要な課題となっています。 
外国人留学生については，言葉の違いにより情報伝達が不十分であったり，受診行動

の違いなども考えられることから，適切な感染予防策や医療機関へのアクセス等の基本

的な情報が行き渡るようにする必要があります。このため，緊急提言を踏まえ，「３つの

密」の回避や手洗い，マスクの着用，換気の徹底等の基本的な感染予防対策など，新型

コロナウイルス感染症の予防に資する情報について，厚生労働省ホームページ

（https://www.covid19-info.jp/）等に掲載している情報提供ツールなどを積極的に御

活用いただきながら，母国語や，多言語・やさしい日本語による情報発信・周知徹底に

努めていただくようお願いします。 

 
 

 
＜本件連絡先＞                
文部科学省 ０３－５２５３－４１１１（代表） 

 
（全体について） 

文部科学省高等教育局高等教育企画課   
（内線：２４８２） 

 
（外国人留学生について） 

文部科学省学生・留学生課留学生交流室 
（内線：３３６０） 
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踏
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９
日

（
月
）

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

対
策

分
科

会

n-miki
テキスト ボックス
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背
景 ク
ラ
ス
タ
ー
の
数
が
増
え
、し
か
も
、多
様
化
して
い
る
。そ
うし
た
中
で
、「
早
期
探
知
し
に
くい
」又
は
「閉
じ
に
くい
」ク
ラ
ス
タ
ー
が
増
加
し
て

い
る
。こ
れ
ま
で
は
、P

CR
検
査
等
で
感
染
が
確
認
さ
れ
て
初
め
て
濃
厚
接
触
者
へ
の
対
応
な
どが
行
わ
れ
て
き
た
が
、検
査
に
よ
る
確
認
の
前

に
、ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
の
予
兆
を
とら
え
る
こと
が
、こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
。

これ
ま
で
の
分
析
に
よ
れ
ば
、ク
ラ
ス
タ
ー
は
そ
の
特
徴
に
よ
って
い
くつ
か
の
カ
テ
ゴ
リー
に
分
け
ら
れ
る
。


「早
期
検
知
し
に
くい
」ク
ラ
ス
タ
ー
：
感
染
の
事
実
そ
の
も
の
が
現
状
の
シ
ス
テ
ム
で
は
探
知
さ
れ
に
くい
ク
ラ
ス
タ
ー
で
あ
る
。具
体
例
と

し
て
は
、①

一
部
の
外
国
人
コミ
ュニ
テ
ィや
②
大
学
生
の
課
外
活
動
な
ど若

年
層
を
中
心
とし
た
ク
ラ
ス
タ
ー
が
挙
げ
ら
れ
る
。①
に
つ
い

て
は
言
葉
や
受
診
行
動
の
違
い
が
あ
る
こと
な
どか
ら
、ま
た
、②
に
つ
い
て
は
感
染
し
て
も
無
症
状
の
人
が
多
い
こと
な
どか
ら
、探
知
さ
れ

に
くい
こと
が
原
因
と考

え
ら
れ
る
。


「閉
じ
に
くい
」ク
ラ
ス
タ
ー
：
感
染
者
が
不
特
定
多
数
に
接
触
し、
濃
厚
接
触
者
の
把
握
が
難
しく
、「
閉
じに
くい
」ク
ラ
ス
タ
ー
で
あ
る
。

具
体
例
とし
て
は
、接
待
を
伴
う飲

食
店
な
どが
挙
げ
ら
れ
る
。

社
会
経
済
活
動
が
徐
々
に
戻
る
中
、適

切
な
感
染
防
止
策
が
講
じら
れ
な
け
れ
ば
、感

染
の
「増
加
要
因
」が
強
ま
り、
そ
の
力
が
人
々
の
基

本
的
な
感
染
防
止
策
や
自
治
体
に
よ
る
クラ
ス
ター
対
策
な
どの
感
染
の
「減
少
要
因
」を
上
ま
わ
る
こと
に
な
る
。最

近
に
な
って
、ク
ラス
ター
の
数

も
増
え
、し
か
も
、多

様
化
しつ
つ
あ
る
。そ
うし
た
中
、「
減
少
要
因
」を
早
急
に
強
め
な
け
れ
ば
、急

速
な
感
染
拡
大
に
至
る
可
能
性
が
高
い
。社

会
の
中
で
国
民
や
医
療
現
場
、保

健
所
、事

業
者
等
に
お
け
る
取
り組

み
が
積
み
重
ね
られ
、ま
た
、治

療
法
の
標
準
化
な
ども
あ
り、
致
死
率
や

重
症
化
率
が
これ
ま
で
抑
え
られ
て
き
た
が
、医

療
提
供
体
制
へ
の
負
荷
を
過
大
に
しな
い
た
め
に
も
、可

及
的
速
や
か
に
感
染
を
減
少
方
向
に
向

か
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

今
回
の
緊
急
提
言
は
、こ
れ
ま
で
の
分
科
会
提
言
や
政
府
が
示
して
き
た
大
き
な
方
向
性
（
※
）
を
踏
ま
え
、今

回
初
め
て
経
験
す
る
冬
場
に

お
い
て
も
社
会
経
済
活
動
と両

立
で
き
る
よ
う、
国
民
、自

治
体
、国

等
の
そ
れ
ぞ
れ
に
求
め
られ
る
具
体
的
な
５
つ
の
ア
クシ
ョン
を
ま
とめ
た
も
の

で
あ
る
。

分
科
会
とし
て
政
府
に
対
して
ここ
に
提
言
す
る
。

※
「新
型
コロ
ナ
ウ
イル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」（
第

44
回
新
型
コロ
ナ
ウ
イル
ス
感
染
症
対
策
本
部
報
告

令
和
２
年

10
月

30
日
）

【は
じ
め
に
：
緊
急
提
言
の
基
本
的
考
え
方
】

【求
め
ら
れ
る
５
つ
の
ア
ク
シ
ョン
】

1

ア
ク
シ
ョン

N
o１
．
今
ま
で
よ
りも
踏
み
込
ん
だ
ク
ラ
ス
タ
ー
対
応

緊
急
提
言
：
最
近
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
た
、よ
り一

層
の
対
策
強
化
に
つ
い
て

第
１
４
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
分
科
会



具
体
的
ア
ク
シ
ョン

（
１
）
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
の
特
徴
に
応
じ
た
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
対
策
を
行
うこ
と。


接
待
を
伴
う飲

食
店
：
第

13
回
分
科
会
（
令
和
２
年

10
月

29
日
）
で
ま
とめ
ら
れ
た
大
都
市
の
歓
楽
街
に
お
け
る
感

染
拡
大
防
止
対
策
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
提
案
さ
れ
た
対
策
（
具
体
的
に
は
、信
頼
関
係
に
基
づ
い
た
ネ
ット
ワ
ー
ク
の

構
築
や
相
談
・検
査
体
制
の
拡
充
な
ど）

を
地
方
都
市
の
歓
楽
街
も
含
め
て
迅
速
か
つ
確
実
に
進
め
て
い
くこ
と。


外
国
人
コ
ミュ
ニ
テ
ィ：

外
国
人
コミ
ュニ
テ
ィを
支
援
し
、多
言
語
・や
さ
し
い
日
本
語
で
の
情
報
の
発
信
及
び
伝
達
、相

談
体
制
を
多
元
的
な
チ
ャン
ネ
ル
で
進
め
て
い
くこ
と。
そ
の
た
め
に
、各
国
大
使
館
等
との
連
携
や
自
治
体
に
よ
る
周
知
に

加
え
、コ
ミュ
ニ
テ
ィと
の
ネ
ット
ワ
ー
ク
や
経
験
を
有
す
る
国
際
交
流
協
会
や

N
PO
、N

G
O
等
と連

携
す
る
こと
。


高
等
教
育
機
関
（
大
学
、専
門
学
校
等
）
：
大
学
等
で
は
、授
業
そ
の
も
の
よ
りは
、む
し
ろ
飲
み
会
や
寮
生
活
、課
外

活
動
等
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
て
い
る
。感
染
防
止
と学

修
機
会
の
確
保
の
両
立
を
図
る
こと
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、自
治
体
は
、域
内
の
大
学
等
の
学
生
の
相
談
を
受
け
て
い
る
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
な
どと
協
力
し
て
、感
染

防
止
に
関
す
る
啓
発
や
ク
ラ
ス
タ
ー
感
染
が
起
き
た
場
合
の
迅
速
な
情
報
の
共
有
を
進
め
る
こと
。さ
ら
に
、必
要
な
場
合
に

速
や
か
に
受
診
・検
査
に
つ
な
が
る
取
り組

み
を
進
め
て
い
くこ
と。


職
場
：
職
場
で
も
、仕
事
そ
の
も
の
よ
りは
、む
し
ろ
仕
事
後
の
飲
み
会
や
喫
煙
な
どの
休
憩
等
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
て

い
る
。こ
の
こと
か
ら
、事
業
者
は
、産
業
医
等
と連

携
し
、感
染
防
止
策
を
今
ま
で
以
上
に
進
め
る
こと
。特
に
、具
合
が
悪

い
人
が
休
め
る
よ
うに
す
る
こと
や
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
が
疑
わ
れ
た
場
合
に
迅
速
に
保
健
所
に
協
力
す
る
こと
。

（
２
）
「早
期
探
知
し
に
くい
」ク
ラ
ス
タ
ー
を
探
知
す
る
た
め
に
は
、原
因
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、普
段
とは
何
か
違
う状

況
が
発

生
し
た
場
合
に
探
知
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。こ
れ
は
、い
わ
ば
「異
常
事
象
検
知
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
」と
も
い
うべ
き
も
の

で
あ
り、
国
際
的
に
も
、E

ve
nt

-b
as

ed
 s

ur
ve

ill
an

ce
（

EB
S）

とし
て
推
奨
さ
れ
て
い
る
。そ
の
た
め
、自
治
体
は
、

既
に
各
都
道
府
県
等
に
お
い
て
設
置
さ
れ
て
い
る
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
の
協
議
会
を
活
用
し
、高
齢

者
施
設
及
び
医
療
機
関
等
と協

力
す
る
こと
。ま
た
、学
校
等
欠
席
者
･感
染
症
情
報
シ
ス
テ
ム
及
び

SN
S上

の
デ
ー
タ
を

分
析
す
る
仕
組
み
等
を
活
用
す
る
こと
。

（
３
）
これ
ま
で
も
度
々
指
摘
さ
れ
て
き
た
、①
感
染
者
の
発
症
日
、②
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
状
況
に
関
す
る
最
新
の
情
報
、
③
ク

ラ
ス
タ
ー
対
策
の
好
事
例
に
つ
い
て
、自
治
体
間
及
び
国
との
間
で
よ
り迅

速
に
情
報
共
有
す
る
仕
組
み
を
早
急
に
設
け
る

こと
。

ア
ク
シ
ョン

N
o１
．
今
ま
で
よ
りも
踏
み
込
ん
だ
ク
ラ
ス
タ
ー
対
応
（
つ
づ
き
）

2

緊
急
提
言
：
最
近
の
感
染
状
況
を
踏
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第
１
４
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策
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科
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背
景 これ
ま
で
も
、三

密
や
大
声
が
感
染
リス
ク
を
高
め
る
とい
うメ
ッセ
ー
ジ
は
繰
り返

し発
信
し
て
き
た
。さ
ら
に
、最
近
で
は
、感
染
リス
ク
が
高

ま
る
「５
つ
の
場
面
」や
「感
染
リス
ク
を
下
げ
な
が
ら
会
食
を
楽
し
む
工
夫
」な
ども
政
府
に
提
言
し
た
。し
か
し
、最
近
の
感
染
状
況
を
見
る
と、

こう
し
た
メ
ッセ
ー
ジ
が
人
々
の
実
際
の
行
動
変
容
及
び
そ
の
維
持
に
つ
な
が
る
よ
うに
は
必
ず
し
も
十
分
に
は
伝
わ
って
こな
か
った
可
能
性
が

あ
る
。

具
体
的
ア
ク
シ
ョン

（
１
）
感
染
リス
ク
が
高
ま
る
「５
つ
の
場
面
」や
「感
染
リス
ク
を
下
げ
な
が
ら
会
食
を
楽
し
む
工
夫
」（
例
え
ば
、会
食
時
に
食
べ

る
とき
だ
け
マ
ス
ク
を
外
し
、会
話
の
時
は
マ
ス
ク
を
す
る
。）
な
どを
、特
に
若
年
層
や
忘
年
会
・新
年
会
を
含
め
飲
み
会
な

どの
参
加
者
を
中
心
に
興
味
を
持
って
も
ら
え
る
方
法
で
伝
え
る
こと
。そ
の
際
に
は
、動
画
投
稿
サ
イ
ト
等
の

SN
Sを
は
じ
め
、

様
々
な
媒
体
も
活
用
す
る
こと
。

（
２
）
メ
ッセ
ー
ジ
の
受
け
手
の
気
持
ち
や
受
け
止
め
方
を
理
解
し
た
上
で
情
報
発
信
し
、そ
の
効
果
や
影
響
を
確
認
し
、次
の
発
信

に
役
立
て
る
こと
。

ア
ク
シ
ョン

N
o２
．
対
話
の
あ
る
情
報
発
信

33

ア
ク
シ
ョン

N
o３
．
店
舗
や
職
場
な
どで
の
感
染
防
止
策
の
確
実
な
実
践

背
景 業
種
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
が
現
場
で
も
進
ん
で
き
た
が
、引
き
続
き
、ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
して
い
る
。

具
体
的
ア
ク
シ
ョン

（
１
）
事
業
者
は
、店
舗
や
職
場
な
どで
、感
染
リス
ク
が
高
ま
る
「５
つ
の
場
面
」が
具
体
的
に
どこ
に
あ
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
、

業
種
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
現
場
で
確
実
に
実
践
し
て
い
くこ
と。
そ
の
際
、自
治
体
や
地
元
の
商
店
街
・組
合
な
どが
連
携
す
る

こと
。な
お
、こ
れ
ま
で
の
経
験
や
新
た
な
知
見
等
に
基
づ
い
て
、業
種
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
実
効
性
を
よ
り高

め
て
い
くこ
と。

（
２
）
冬
に
向
け
て
、換
気
の
問
題
を
は
じ
め
とし
た
寒
冷
地
に
お
け
る
感
染
防
止
策
の
た
め
に
、例
え
ば
特
に
飲
食
店
な
どが
二
酸

化
炭
素
濃
度
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
な
どの
具
体
的
な
指
針
を
示
す
こと
。

3

緊
急
提
言
：
最
近
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
た
、よ
り一

層
の
対
策
強
化
に
つ
い
て

第
１
４
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
分
科
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背
景 ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
配
列
を
調
べ
る
こと
は
、感
染
の
伝
播
の
状
況
が
見
え
な
くな
って
い
る
地
域
の
感
染
の
由
来
を
調
べ
る
上
で
有
効
で
あ

る
。地

域
に
お
け
る
感
染
例
で
リン
ク
が
追
え
な
い
も
の
も
多
くな
って
い
る
。さ
ら
に
、最
近
、外
国
人
コミ
ュニ
テ
ィの
ク
ラ
ス
タ
ー
も
複
数
県
で

報
告
さ
れ
て
お
り、
そ
の
一
部
は
国
内
由
来
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こと
が
分
か
って
い
る
が
、由
来
が
不
明
な
ク
ラ
ス
タ
ー
も
多
い
。

具
体
的
ア
ク
シ
ョン

（
１
）
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
配
列
を
調
べ
る
こと
は
、ク
ラ
ス
タ
ー
の
由
来
を
明
確
に
す
る
た
め
の
み
な
ら
ず
、感
染
対
策
を

検
証
す
る
た
め
に
も
有
効
で
あ
る
。こ
の
こと
か
ら
、
①
地
方
衛
生
研
究
所
を
通
じ
て
国
立
感
染
症
研
究
所
に
検
体

を
着
実
に
送
付
す
る
こと
。ま
た
は
、
②
地
方
衛
生
研
究
所
で
遺
伝
子
配
列
の
情
報
を
解
析
し
た
うえ
で
国
立
感
染

症
研
究
所
に
結
果
を
共
有
す
る
こと
。さ
ら
に
、③

そ
の
際
に
は
実
地
疫
学
情
報
も
共
有
す
る
こと
。

ア
ク
シ
ョン

N
o５
．
感
染
対
策
検
証
の
た
め
の
遺
伝
子
解
析
の
推
進

背
景 海
外
との
交
流
が
徐
々
に
再
開
さ
れ
て
い
く中
で
、水
際
対
策
と地

域
で
の
感
染
対
策
を
連
携
して
行
う必

要
が
あ
る
。

ま
た
、国

内
地
域
に
入
った
後
に
保
健
所
が
行
う健

康
監
視
等
に
関
して
は
、多
言
語
対
応
な
どの
必
要
も
あ
り、
個
別
の
保
健
所
で
は
極

め
て
困
難
で
あ
る
。フ
ォロ
ー
す
べ
き
人
数
が
増
え
る
と多

大
な
事
務
負
担
に
つ
な
が
り、
保
健
所
の
業
務
に
支
障
を
き
た
す
と考

え
ら
れ
る
。ま

た
、輸

入
症
例
が
増
え
る
と、
必
要
とな
る
病
床
数
も
増
加
す
る
。

具
体
的
ア
ク
シ
ョン

（
１
）
水
際
対
策
と地

域
で
の
感
染
対
策
を
連
携
し
て
行
うた
め
、国

は
、①

検
疫
所
に
お
け
る
滞
在
国
・地
域
別
検
疫
実

施
人
数
及
び
検
査
実
施
人
数
や
そ
の
中
の
陽
性
者
数
な
どの
情
報
を
迅
速
に
整
理
し
、公

表
し
て
い
くこ
と。
ま
た
、

②
自
治
体
に
検
疫
に
係
る
情
報
を
迅
速
に
提
供
す
る
こと
。

（
２
）
国
に
お
い
て
、自
治
体
で
の
外
国
人
の
フォ
ロ
ー
ア
ップ
を
支
援
で
き
る
仕
組
み
を
早
急
に
検
討
す
る
こと
。ま
た
、検

疫
時
に
健
康
監
視
等
に
関
す
る
基
本
的
な
情
報
を
多
言
語
化
し
て
情
報
提
供
す
る
こと
。

（
３
）
さ
ら
に
、外
国
人
を
受
け
入
れ
る
医
療
機
関
等
に
対
す
る
支
援
を
強
化
す
る
こと
。

ア
ク
シ
ョン

N
o４
．
国
際
的
な
人
の
往
来
の
再
開
に
伴
う取

り組
み
の
強
化

4
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1.
以
上
の
５
つ
の
ア
クシ
ョン
に
加
え
て
、こ
れ
ま
で
も
分
科
会
で
提
言
して
き
た

•
年
末
年
始
の
休
暇
を
分
散
す
る
こと

•
小
規
模
分
散
型
旅
行
を
推
進
して
い
くこ
と

•
保
健
所
機
能
及
び
医
療
提
供
体
制
の
強
化

な
どに
つ
い
て
は
、当

然
の
こと
な
が
ら、
これ
ま
で
以
上
に
推
進
して
い
くこ
とが
必
須
で
あ
る
。

2.
以
上
の
５
つ
の
ア
クシ
ョン
を
実
施
して
も
、第

５
回
分
科
会
（
令
和
２
年
８
月
７
日
）
で
提
言
され
た
ス
テ
ー
ジ
Ⅲ
相

当
以
上
と国

や
自
治
体
に
よ
って
判
断
され
た
場
合
に
は
、社

会
経
済
活
動
に
一
定
の
制
約
を
求
め
る
よ
うな
強
い
対
策

を
行
う必

要
が
あ
る
こと
か
ら、
そ
うし
た
事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
も
、国

民
が
一
丸
とな
って
対
策
を
進
め
て
い
く必
要
が
あ

る
。

【お
わ
りに
】緊
急
提
言
：
最
近
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
た
、よ
り一

層
の
対
策
強
化
に
つ
い
て

第
１
４
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
分
科
会

5



 

 

事 務 連 絡 

令和２年 11 月 17 日 

   都 道 府 県  

各  保健所設置市   衛生主管部（局） 御中 

   特 別 区  

厚生労働省新型コロナウイルス感染症 

対策推進本部 

 

早期探知しにくいクラスターの防止に向けた 

情報発信等の取組の一層の推進について（要請） 

 

新型コロナウイルス感染症対策については、日頃よりご尽力及びご協力を賜り厚く

御礼申し上げます。 

新型コロナウイルスの感染状況については、全国的に見ると、新規陽性者数が 10月

以降増加傾向となり、11月以降その傾向が強まっています。こうしたなか、今般、11

月９日に開催された内閣官房の新型コロナウイルス感染症対策分科会において、「緊

急提言：最近の感染状況を踏まえたより一層の対策強化について」がとりまとめられ

たところです。 

この提言においては、早期探知しにくいクラスターとして、一部の外国人コミュニ

ティや大学生の課外活動など若年層におけるクラスターを例示した上で、それぞれの

クラスターの特徴に応じた効果的かつ効率的な対策を行うこととされており、外国人

コミュニティや大学等の高等教育機関について、関係機関等と連携して情報発信の強

化等に取り組むことが提言されています。 

 

＜参考＞「緊急提言：最近の感染状況を踏まえたより一層の対策強化について」（抜粋） 

●外国人コミュニティ：外国人コミュニティを支援し、多言語・やさしい日本語での情報の発

信及び伝達、相談体制を多元的なチャンネルで進めていくこと。そのために、各国大使館等

との連携や自治体による周知に加え、コミュニティとのネットワークや経験を有する国際交

流協会や NPO、NGO等と連携すること。 

●高等教育機関（大学、専門学校等）：大学等では、授業そのものよりは、むしろ飲み会や寮生

活、課外活動等でクラスターが発生している。感染防止と学修機会の確保の両立を図ること

が極めて重要である。そのために、自治体は、域内の大学等の学生の相談を受けている健康

管理センターなどと協力して、感染防止に関する啓発やクラスター感染が起きた場合の迅速

な情報の共有を進めること。さらに、必要な場合に速やかに受診・検査につながる取り組み

を進めていくこと。 

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/bunkakai/seifu_teigen_14.pdf
n-miki
テキスト ボックス
別添２



 

 

 つきましては、各都道府県・保健所設置市・特別区においては、外国人コミュニテ

ィや大学生等の課外活動等における感染拡大防止を強化する観点から、下記の通り、

一層の取組を推進していただきますよう、お願いいたします。 

 

記 

 

１．外国人コミュニティに対する取組について 

  地域に居住する外国人の方々については、言葉の違いにより情報伝達が不十

分であったり、受診行動の違いなどもあることから、適切な感染予防策や医療

機関へのアクセス等の基本的な情報が行き渡るようにする必要があります。こ

のため、各自治体において、管内に在住する外国人の状況を踏まえ、また、結核

等の他の感染症対策の経験を活かしつつ、外国人を支援する NPO等と連携し、 

・ ３密の回避や手洗い、マスクの着用、換気の徹底等の基本的な感染予防対策な

ど新型コロナウイルス感染症の予防に資する情報について、多言語・やさしい日

本語により情報発信・周知徹底を行うこと。 

・ 外国人が発熱時等の受診や検査に関する情報（発熱・咳など体調が悪くなった

ら、まずは近くの医療機関に電話で相談すること等）を適切に入手し、相談でき

る環境を整備すること。 

・ 外国人のクラスター感染が発生した場合には、当該外国人が属するコミュニテ

ィへの母国語による情報提供を行うなど、感染拡大防止に取り組むこと。 

 等の取組を推進していただくよう、お願いいたします。 

 

なお、厚生労働省においても、各国の駐日大使館等を通じた周知を推進する

とともに、厚生労働省ホームページ等において、多言語による情報提供ツール

の提供を行っておりますが、引き続き充実を図っていくこととしています。 

 

＜参考＞ 厚生労働省 HPにおける多言語の情報掲載場所 

・COVID-19 多言語情報（Multilingual information） 

   
・MHLW COVID-19 Info（MHLW新型コロナ 多言語版 LINEアカウント） 

  

・Novel Coronavirus (COVID-19) 

・がいこくじんのみなさんへ しごとやせいかつのしえんについて 

https://www.covid19-info.jp/
https://line.me/R/ti/p/%40723labyu
https://line.me/R/ti/p/%40723labyu
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00079.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/jigyounushi/page11_00001.html


 

 

２．大学生等に対する取組について 

大学等については、授業そのものよりは、飲み会、寮生活、課外活動等でクラス

ターが多く発生しており、学生等に対して感染予防についてわかりやすく情報提供

するなど一層の啓発や、クラスター発生時の大学等との迅速な情報共有が求められ

ます。このため、管内の大学等の健康管理センターなどと連携し、 

・ 学生等に対する「感染リスクが高まる「５つの場面」」（10 月 23 日新型コロナ

ウイルス感染症対策分科会提言）の周知徹底、３密の回避や手洗い、マスクの着

用、換気の徹底等の基本的な感染予防対策の徹底など感染予防のための啓発、情

報提供の強化を図ること。 

・ 学生等に対して、発熱した場合等における受診等に係る情報（例えば、まずは

身近な医療機関又は受診・相談センターに電話で相談する等）の提供を行うとと

もに、感染が疑われる学生等に対して速やかに検査が受けられるよう取り組むこ

と。 

・ クラスター感染が発生した場合の保健所・大学等間の迅速な情報共有を図るこ

と。 

・ 大学等から感染症対策に係る相談があった場合に、必要な助言、情報提供等を

行うこと。 

 等の取組を推進していただくよう、お願いいたします。 

  なお、今般の提言を受け、文部科学省から各大学等の高等教育機関に対しても、

感染リスクを高める行動への注意徹底、「感染リスクが高まる「５つの場面」」等の

学生等に対する改めての周知・啓発などについて要請を行うこととしていますので、

申し添えます。 

 

＜参考＞ 

  ・感染リスクが高まる「５つの場面」 

  ・新型コロナウイルス感染症 啓発資料・リーフレット・動画 

 

https://corona.go.jp/proposal/pdf/5scenes_20201102.pdf
https://www.mhlw.go.jp/stf/covid-19/qa-jichitai-iryoukikan-fukushishisetsu.html#h2_4


「５
つ
の
場
面
」に
関
す
る
分
科
会
か
ら
政
府
へ
の
提
言

感
染
リス
ク
が
高
ま
る
「５
つ
の
場
面
」

【場
面
１
】
飲
酒
を
伴
う懇

親
会
等

・飲
酒
の
影
響
で
気
分
が
高
揚
す
る
と同

時
に
注
意
力
が
低
下
す
る
。ま
た
、聴

覚
が
鈍
麻
し、
大
き
な
声
に
な
りや
す
い
。

・特
に
敷
居
な
どで
区
切
られ
て
い
る
狭
い
空
間
に
、長

時
間
、大

人
数
が
滞
在
す
る
と、
感
染
リス
クが
高
ま
る
。

・ま
た
、回

し飲
み
や
箸
な
どの
共
用
が
感
染
の
リス
クを
高
め
る
。

【場
面
２
】大
人
数
や
長
時
間
に
お
よ
ぶ
飲
食

・長
時
間
に
お
よ
ぶ
飲
食
、接

待
を
伴
う飲

食
、深

夜
の
は
しご
酒
で
は
、短

時
間
の
食
事
に
比
べ
て
、感

染
リス
クが

高
ま
る
。

・大
人
数
、例

え
ば
５
人
以
上
の
飲
食
で
は
、大

声
に
な
り飛

沫
が
飛
び
や
す
くな
る
た
め
、感

染
リス
クが
高
ま
る
。

【場
面
３
】マ
ス
ク
な
し
で
の
会
話

・マ
ス
クな
しに
近
距
離
で
会
話
を
す
る
こと
で
、飛

沫
感
染
や
マ
イク
ロ飛

沫
感
染
で
の
感
染
リス
クが
高
ま
る
。

・マ
ス
クな
しで
の
感
染
例
とし
て
は
、昼

カラ
オ
ケ
な
どで
の
事
例
が
確
認
され
て
い
る
。

・車
や
バ
ス
で
移
動
す
る
際
の
車
中
で
も
注
意
が
必
要
。

【場
面
４
】狭
い
空
間
で
の
共
同
生
活

・狭
い
空
間
で
の
共
同
生
活
は
、長

時
間
に
わ
た
り閉

鎖
空
間
が
共
有
され
る
た
め
、感

染
リス
クが
高
ま
る
。

・寮
の
部
屋
や
トイ
レ
な
どの
共
用
部
分
で
の
感
染
が
疑
わ
れ
る
事
例
が
報
告
され
て
い
る
。

【場
面
５
】居
場
所
の
切
り替

わ
り

・仕
事
で
の
休
憩
時
間
に
入
った
時
な
ど、
居
場
所
が
切
り替

わ
る
と、
気
の
緩
み
や
環
境
の
変
化
に
よ
り、
感
染
リス
ク

が
高
ま
る
こと
が
あ
る
。

・休
憩
室
、喫

煙
所
、更

衣
室
で
の
感
染
が
疑
わ
れ
る
事
例
が
確
認
され
て
い
る
。

2

第
１
２
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
分
科
会

n-miki
テキスト ボックス
別添３内閣官房新型コロナ対策推進室事務連絡（令和２年10月23日）より抜粋
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感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
「
５
つ
の
場
面
」

場
面
①

飲
酒
を
伴
う
懇
親
会
等

●
飲
酒
の
影
響
で
気
分
が
高
揚
す
る
と
同
時
に
注
意
力
が
低
下
す
る
。

ま
た
、
聴
覚
が
鈍
麻
し
、
大
き
な
声
に
な
り
や
す
い
。

●
特
に
敷
居
な
ど
で
区
切
ら
れ
て
い
る
狭
い
空
間
に
、

長
時
間
、
大
人
数
が
滞
在
す
る
と
、
感
染
リ
ス
ク
が

高
ま
る
。

●
ま
た
、
回
し
飲
み
や
箸
な
ど
の
共
用
が

感
染
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
。

場
面
②

大
人
数
や
長
時
間
に
お
よ
ぶ
飲
食

●
長
時
間
に
お
よ
ぶ
飲
食
、
接
待
を
伴
う
飲
食
、
深
夜
の
は
し
ご
酒
で
は
、
短
時
間
の
食
事
に
比
べ
て
、

感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。

●
大
人
数
、
例
え
ば
５
人
以
上
の
飲
食
で
は
、
大
声
に
な
り
飛
沫
が
飛
び
や
す
く
な
る
た
め
、

感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。

場
面
③

マ
ス
ク
な
し
で
の
会
話

場
面
④

狭
い
空
間
で
の
共
同
生
活

場
面
⑤

居
場
所
の
切
り
替
わ
り

●
マ
ス
ク
な
し
に
近
距
離
で
会
話
を
す
る
こ
と
で
、
飛
沫
感
染

や
マ
イ
ク
ロ
飛
沫
感
染
で
の
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。

●
マ
ス
ク
な
し
で
の
感
染
例
と
し
て
は
、
昼
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

で
の
事
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

●
車
や
バ
ス
で
移
動
す
る
際
の
車
中
で
も
注
意
が
必
要
。

●
狭
い
空
間
で
の
共
同
生
活
は
、
長
時
間
に
わ
た
り
閉
鎖
空
間
が

共
有
さ
れ
る
た
め
、
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。

●
寮
の
部
屋
や
ト
イ
レ
な
ど
の
共
用
部
分
で
の
感
染
が
疑
わ
れ
る

事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

●
仕
事
で
の
休
憩
時
間
に
入
っ
た
時
な
ど
、
居
場
所
が
切
り

替
わ
る
と
、
気
の
緩
み
や
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
感
染

リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
あ
る
。

●
休
憩
室
、
喫
煙
所
、
更
衣
室
で
の
感
染
が
疑
わ
れ
る
事
例
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
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